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男と女の距離(ディスタンス)
弾射音
10
あの孤独な男が自分のスマホの番号を知っているのがどうしても信じられなかった。男が自分のスマホにいきなり電話をかけてきたという事実をどうしても受け入れられなかった。だが、確かにあたしはあの男の声を聞いている。あの男が、あたしのスマホを通してあたしに話しかけている。
どうしてあたしの番号が分かったんですか。名前は失念したんですが、あなたの親友の方が教えてくれたんです。いきなり失礼して申し訳ありません。でも、あなたがスタインベックを研究していらっしゃったことが、どうしても気になって。どうやら、男はあたしからスタインベックのことを聞き出したいようだ。大学で文学を研究している男が、あたしのような、学部でちょっと囓っただけのあたしに。
あたしは人妻ですよ。そう言いたかった。もちろん、男を避けようとしているのではない。むしろその逆だ。男が、人妻という自分の立場を理解し、尊重し、理性的に振る舞ってくれることを、女は期待したのだ。そして、あの男は、あたしに滔々と喋りつづけたピンチョン研究者とは一線を画している。その上でなお、男があたしを誘惑するのなら、それはそれで仕方がない。その場になってみなくては分からない。あたしはあの男を受け入れるだろうか。それとも激しく拒絶するだろうか。夫への愛や忠誠心のためではない。ただ、女としての矜持を守りたかった。
気がつくと、男の大学の近くで彼と会う約束をしていた。恥ずかしいんですが、僕はスタインベックの全作品を読んだわけではないんですよ。不勉強としか言いようがありません。あなたが僕にとって突破口になっていただけるなら、望外の幸せです。これは口説き文句なのだろうか。経験の浅い女には判断しきれなかった。口説き文句だとしても、下手くそなものではないだろう。現に、あたしはもうその気になっている。
じゃあ、土曜日を楽しみにしています。男が電話を切る。静寂に包まれた昼下がり。夫はまだ数時間は帰宅しない。あたしの人生はあたしのものだ。あたしの自由は誰にも阻害されてはならない。そして、あたしはそのために人を裏切ることも厭わないでいたい。
〈続く〉
また龍を描きました。
murbo
●ブログに書いたメイキングの相補改訂版です。基本的に同じ内容です。
以前、まあぼんで壁画を描いたホワンロンの看板に絵を描く依頼があったので描きに行きました。
【黄龍の看板イラスト制作一日目。2021年12月27日】
店内に描いた黄龍をドローイングするのです。センターに店名を入れるので文字を避けるようなポーズにします。
下書きは鉛筆です。最近鉛筆が多いですね。16Bです。なんでこんなに濃い鉛筆かと問うならば、たまたまあったからですが、やわらかい鉛筆だとある程度何にでも色が乗るし、消せるのではないかと。ところが、これが消えなくてどうしようかと思いました。ウェス(つまりボロ雑巾)で必死に擦るとそこそこ消えます。目の位置は大切なのでそれなりに下書きしますが、他はガイド程度です。自由に描いてしまうと文字を書く人が困るので、それを回避するためのガイドです。一回描いたモチーフですし、そんなに大変な絵じゃないし。と言っても書き込みのは時間がかかるのでそういう異意味では大変なんですが。
今回の賄いはロザリエッタのパスタ。名前が難しかったので覚えていませんが、寒い屋外の仕事には嬉しい熱いパスタ。寒すぎてスープもおかわりしてしまう。
雪が降ってきてなかなか辛い状況になっていまして、看板に雪がかからないから描けるじゃん!くらいの若造みたいな勢いで描いています。しかし、寒いのはしんどいです。それこそ気合で乗り切りますが、寒すぎてインクが乾かないのはどうすることもできず、進捗が芳しくありません。描いているその時は自分では雪の振り方は殆ど気にならず、後から写真を見て風も強いし、降りかたも酷かったのを知ります。結局、次回に持ち越すことになりました。
【黄龍の看板イラスト制作二日目。2021年12月28日】
二日目。晴れたのでジャンジャン描きます。しかし、出鼻を挫かれると勢いは出ませんね。出かけるときに家庭の事情などありまして、テンションが落ちる方向であれこれ言われ。
顔はある程度できているのでたてがみ以降をコツコツ書き込みます。日差しが低いのでキャンバスになってる鉄板が冷えているのでやはりインクが乾きづらいのです。僕だけじゃなくやりがちなのが同じ場所を何度もなぞってしまうこと。乾燥していないところでこれをやると描いた線をすくいとってしまうのです。もう全然描けない。だから描いた線はできるだけ触らないようにして、その付近を書き込むのはしばらく時間を開けて乾燥してから描きます。
途中でインクが切れたので新しいペンに取り替え。以前にカスタマイズしたペンです。
昼近くになると日差しがあるので年末でも日中は寒さが和らいでいます。このうちに完成したかった。
今日の賄いはホワンロンにて。メンマー麺とドテドン。麺がとにかく美味しい。写真がなぜか流れてしまっている。
当初は中腰で描いていましたが腰が辛くなるので椅子に座って描いています。
16時頃になると急に足元から冷え込んできます。これは堪える。それでも書き込みまして、とりあえず鱗を描きました。暗がりでも周囲の明かりで描けるんじゃないかとか無理を考えていましたら、とても描ける明るさではなかったので、日が落ちるギリギリまで粘ってタイムアップ。結局三日目に持ち越すことになりました。明日がんばろうと勝手に思っていたら明日、12月29日はまあぼんで制作している麒麟の制作日だったので明後日の30日に描きます。
夜の賄い。カレー麺。カレー自体も独自に作っていて業務用みたいないつまでもカレー味が口に残っているような粉っぽさなどはありません。
【黄龍の看板イラスト制作三日目。2021年12月30日(完成)】
今日を最終日にしたい!と意気込んでいたらお使いを頼まれたり、雪が降ってきたり、またも出鼻を挫かれる。
現地に着く前にやる気を作って来る人が少ない。それどころか全然いない。現場来てからやる気出す人は時間もったいないよ。
雪でも雨でも看板が濡れていなければ描けるんじゃないかと気持ちと方法論を切替えたのに現地、美濃太田駅前まで来たら雨が降り出して、ただただ普通の雨降りになりまして、かと言って後戻りのできないところまで来ていたのでとりあえず傘さして描けないか傘持って描き始めました。
寒いのはやっぱりインクが乾かずに流れる部分もちょいちょい出ていまして、繕う感じで修正したり。上手いこと壁に傘をひっかけて水滴を拭きつつ描き進めます。
今回の画材。どこにでも売ってるわけじゃない16Bの鉛筆と入手しやすい顔料マーカー。滑り止め兼クソダサい文字を隠すためにラバーを巻いています。ラバーはDIYショップに売ってるシートを貼っています。
やんだ!と喜んでいたらまた降ってきてやっぱり今日もダメかと思ったら結局晴れた。良かった。晴れているうちにとにかく描く。
食後にコップに描いていた。頼まれてはおらんが、白湯飲んだついでにコップを捨てるのもなんなので。看板は顔料インクでこっちは染料インクのいわゆる油性マーカー。思った以上にインクの匂いが残るので鑑賞用にしか使えないな。描く予定がなかったので適当なものだが、終わらないといつまでもコップに描かなければならない。三日て終わって良かった。
予定になかったが気まずくなってしまった箇所に猿を描く。なぜ猿かは知らんが、最近朝に猿を描いているので描けとのこと。毎日朝一筆書き感覚で描いている猿とは違う感じで描く。描くばっかだな、描いてるからね。
三日目の賄いはメンマー麺。麺が美味しい。出汁も優しく深みがあって最後まで飲める。というか、寒いので暖まりたかった。本当の賄いのおにぎりも出汁と煮干しがやはり濃いというより深い味でとても美味しい。さっと食べてすぐに仕事にかかる気持ちになれる。実際食べたらすぐに再開してます。
一通り書き込んだら完成。2020年はこの龍でしめです。
既刊本紹介
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
2022年になりました。今年もぼつぼつ制作しますよ。
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